








































































〇 対象とかかわる中で得た不思議や驚き ，実験や観察から得た結果を共有したり ，
比較したりしようとする。
「ぼくの結果はこうなったよ」 「00さんと比べると・」






















































































できたのかを明らかにしていく。また，思いや考えが表れる「文章 ・絵 ・図 ・言葉 ・
モデル化 ・身体表現」から，子どもたちがどれだけ自然事象の本質をさぐることがで
きたかをみとっていく。授業後に子どもたちに書かせるポートフォリオも子どもの思
考を知る手段の一つとした い。
今年度は特に，教師が子どもの考えに寄り添う中で，子どもたちがどのように課題
意識をもち，追究活動を行い， どのような科学的な概念を獲得することができたのか
をそれらの表出物からみとっていきたい。
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